
 

別記様式第１号（第４条関係） 

令和６年１０月２５日 

 福知山市長 様 

申請者 〒６２０－８５０１                  

住  所 福知山市字内記１３番地の１（内記３丁目） 

氏  名 福知山 ドッコちゃん   （申請者自署） 

電話番号 ０７７３－〇△－〇×△◇         

 

福知山市家庭向け自立型再生可能エネルギー導入事業費補助金交付申請書  

 

 福知山市家庭向け自立型再生可能エネルギー導入事業費補助金交付要綱に基づき、関係

書類を添えて、次のとおり補助金の交付を申請します。また、福知山市暴力団排除条例（平

成24年福知山市条例第17号）第２条第３号及び第４号に規定する暴力団員等及び暴力団密接

関係者に該当しないことを誓います。 

記 

１ 申請額合計   ５４８ ，０００円（うち、住宅用給湯機器 ３００，０００円） 

２ 事業期間 令和６年１１月１０日～令和７年 １月１０日(住宅用太陽光・蓄電設備) 

       令和６年１１月１０日～令和７年 １月１０日(住宅用給湯機器) 

３ 電力受給開始日(従来のみ)       年  月  日 

４ 設置場所  福知山市字内記１３番地の１（内記３丁目）             

５ 住宅用太陽光発電設備 

⑴今回設置した太陽電池モジュール(パネル)の型式名、製造者名、公称最大出力、設置 枚数 

型式名 製造者名 公称最大出力 設置枚数 

①○○○○○ (株)○○○○○ ＠ ２００Ｗ ×２０枚 

②△△△△△ (株)△△△△△ ＠ ２５０Ｗ × ７枚 

③  ＠    Ｗ ×  枚 

太陽光発電設備の公称最

大出力の合計値 
kW  (従来制度:小数第２位以下切捨て)  

     (新制度:小数点以下切捨て) 

 ５ 
. 

― 

(2)今回設置したパワーコンディショナの型式名、製造者名、定格出力、設置数 

型式名 製造者名 設置数 

☆☆☆☆☆ (株) ☆☆☆☆☆ １ 

パワーコンディショナの

定格出力の合計値 
kW         (新制度のみ記載:小数点以下切捨て)  ３ 

６ 住宅用蓄電設備 

型式名 □□□□（パッケージ型式□□□□） 製造者名 (株) □□□□□ 

蓄電容量 kWh       (小数第２位以下切捨て)  ５ 
. 

６ 

７ 高効率給湯機器・ｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ（新制度申請者で、かつ補助を希望する場合のみ記入） 

型式名 ◇◇◇◇◇ 補助対象 

経費 
￥７５０，０００ 

製造者名 (株) ◇◇◇◇◇ 

機種 
昼間沸上げ形自然冷媒CO2ヒートポンプ給湯機 

(「おひさまエコキュート」等)に       該当する ・ 該当しない 

200W×20枚＝①4,000W、  

250W×7枚＝②1,750W、  

①+②＝5,750W（5.750kW） 

⇒小数点以下を切捨てて「5kW」 

公称最大出力 ２kW 以上 

蓄電容量 1kWh 以上 

新制度の申請を 

行う場合の記入例 

(網掛け部分は記入不要) 

太陽光    ３kW   ×２0,000円 ＝①６０,０00円（上限８万） 

蓄電池   5.6kWh ×３０,000円  ＝１６８,000円（上限１８万） 

+20,000円(一律加算) ＝②1８８,000円 

給湯機器 ７５０，０００円 ×1/2   ＝ ３７５,０００円 

(上限20万。昼間沸上げ形自然冷媒CO2ヒートポンプ給湯機の場合、③上限３0万) 

合 計 ①+②＋③=５４８,000円 

(なお、①②③について、１,０００円未満は切捨てて計算すること) 
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昼間沸上げ形自然冷媒CO2ヒートポンプ給湯機の場合：上限額３０万円 

それ以外の高効率給湯機器・ｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝｼｽﾃﾑの場合：上限額２0万円 



 

８ 太陽光発電設備・蓄電池・高効率給湯機器・ｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝｼｽﾃﾑに係る補助金の申請状況 

過去の本補助金 

の申請状況 

☑なし  

☐過去に福知山市の本補助金の交付申請を行ったことがある 

・申請時期：       年   月 

・審査結果：☐交付（交付額：         円） ・ ☐不交付 

太陽光発電設備・蓄電池・ 

高効率給湯機器・ 

ｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝｼｽﾃﾑに係る 

上記以外の補助金 

の申請状況 

☑なし  

☐他の補助金を交付申請中(以下も記入) 

☐他の補助金を受給したことがある(以下も記入) 

・交付元：☐国  ☐府  ☐市 

・制度名：  

・交付(予定)額： 

補助対象設備 

(上の２つの項目で 

☐なし 

以外に☑を付した場合に 

記入してください) 

上の２つの項目で記載した補助金の補助対象設備は、 

☐様式第１号表面で補助を申請している設備と同一ではない(以下も記入) 

☐様式第１号表面で補助を申請している設備と同一である(以下も記入) 

 ・設備種類：☐太陽光発電設備 ☐蓄電池 ☐給湯機器 

・設備名 ： 

・型式名 ： 

・製造者名：                  

・公称最大出力合計値・蓄電容量： 

９ 添付書類 

⑴ 住民票の写し（原本） 

⑵ 納税証明書(本市に転入して間がない場合は、転入前の市町村での税の滞納がない証明書) 

⑶【写真】太陽光パネルの写った住宅全景、パネル枚数の分かるもの 

⑷【写真】蓄電池の設置状況が分かるもの 

⑸【配置図】パネル枚数・蓄電設備・余剰配線(及びシステム配置計画)等が確認できる、 

図面や申請設備に係る配線図等 

⑹ 領収金額の明細・内訳が分かる見積書や売買契約書(工事請負契約書)等の写し 

⑺ 太陽光発電設備・蓄電設備(・給湯機器)の設置に要した費用が確認できる領収書の写し 

⑻ 支払いの事実を証明できる書類の写し 

⑼ 仕様書やカタログの写し 

⑽ 製品保証書の写し（中古品でないことが確認できる書類） 

⑾ 再生可能エネルギー発電に関する電力受給契約内容のお知らせ(電気事業者との電力受給

契約の内容が確認できる書類の写し) [※新制度に申請する場合は⒂を代わりに提出] 

⑿ [補助対象設備付き新築建売物件の場合] 施工業者からの建物引渡証 

⒀ [新制度のみ]【別紙１】発電電力消費計画書及びその算定根拠となる資料 

⒁ [新制度のみ]【別紙３】新制度 要件チェックリスト兼誓約書 

⒂ [新制度のみ]電気事業者との電力受給契約(非FIT/非FIP)の内容が確認できる書類の写し

(①系統連系承諾書及び発電量調整供給契約申込書又は②電力受給契約確認書) 

⒃ [給湯機器補助のみ]【写真】給湯機器の設置状況が分かるもの 

⒄ [おひさまエコキュート及び高効率給湯機器のみ] 【別紙２】省CO2効果計算表 

⒅ [新制度及び給湯機器補助のみ]事業期間の始期と終期が分かる売買契約書(工事請負契約

書)及び代金領収書等 

新
制
度
・従
来
制
度
と
も
に
、 

本
項
目
も
記
入
が
必
要
な
の
で
注
意 


